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概 要：

本国際会議は世界で始めて開催された，レーザーディスプレーに関する会議である。研究開発と実用化が

急速に拡大しているレーザーディスプレーに関する，広範な技術を深く統合的に議論し，新規な産業領域の

創造に資する事を目的として，公益社団法人応用物理学会日本光学会レーザーディスプレー技術研究グルー

プが関係学会のスポンサーシップ並びに立石科学技術振興財団等の援助を得て企画開催した。2 日間の開催で

はあるが，日本を含め 12 の国々から計 152 名の研究者が集まり，採択された論文とポスターは夫々 31件と

30件であった。日本を除く各国の参加者は台湾 10 名，米国 5 名，ドイツ 5 名，中国 5 名，韓国 4 名，イスラ

エル 2 名，ノルウエー 2 名，カナダ，チェコ，アイルランド，ポーランドが各 1 名であった。基調講演とし

て緑色半導体レーザーの開発状況がオスラムより，レーザーテレビが三菱電機より行われ，活発な質疑応答

があった。口頭発表は 8セッションあり，各セッションで 1ないし 2 名の招待講演が行われた。セッション

は項目別で，小型から大型までの光源技術，MEMS系スキャナー，空間変調器，光導波，信号処理と雑音低

減技術等，広範な要素技術分野で活発な議論と意見交換が持たれた。オーラルセッションでの質疑応答は，

まれに見るほど活発であり，参加者の熱意と知見の高さが覗えるものであった。また，一回のポスターセッ

ションを行ったが，他の同時開催会議参加者が議論に参加する等，この技術領域に関する多方面からの関心

の高さが分かる。優秀論文賞三件をプログラム委員会が投票で決定，顕彰した。受賞各位は，Dr. U. Hofmann

等 (Fraunhofer Institute for Silicon Technology ISIT, Germany)，Dr. S. Kato 等 (CITIZEN Holdings Co., Ltd,

Japan)，及び Dr. T. Suzuki 等 (TOYO GLASS Co., Ltd.,) である。
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概 要：

信号処理は，視覚や聴覚で知覚される映像や音声等を主な対象として，電気工学や通信工学を中心に発展

してきた技術であり，従来から人間と機械の調和の促進に貢献してきた。今日では工学のみならず，経済学，

医学などの人間社会に深く関わる分野でも必要不可欠な基盤技術となっている。特に最近では，安全や安心，

最適化社会実現に関わる話題など，より人間側の視点からの応用が注目されている。本会議の目的は，これ

ら広い学問分野の世界第一線の研究者が一堂に会し，最新の成果や産業界での新展開について議論する場を

提供することである。本国際会議は，アジア諸国の経済発展や IT 産業の活性化に伴い，2009 年の台北での開

催に続き，2012 年に再びアジアの「日本」での開催されることで，近隣諸国の研究者にとって大きな目標と

なっている。特に，我が国にとっては，この分野で引き続き世界をリードしていくためにその意義は非常に

大きいと考えられる。 本会議では，国内から 500 名以上，海外からは 50を越える国及び地域から，当初の

予想を大幅に上回る 1,500 名以上，合計 2,000 名以上の参加者があり，今後の IT社会に必須な上記学問分野

の発展に我が国が貢献すると同時に，学生を中心とした若手研究者に対し大きな刺激を与えるまたとない機

会となった。さらに，音声信号処理の分野において国内から多数の優れた研究成果が発表され，この分野で

の我が国の主導的役割をさらに強固なものとすることができた。同時に，重要な領域で我が国の研究者層の

比較的薄い分野でも，世界中から参加した主要研究者の最新の研究成果に刺激を受けて，当該分野の研究の

発展が今後期待できる。また，本会議には多くのアジア・太平洋地域の主要研究者が参加しており，この地

域での研究交流がますます盛んになるきっかけともなった。

Tateisi Science and Technology Foundation

― 107 ―


